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日　時　：　平成３１年３月２７日（水）１２：００　～

場　所　：　大阪府咲洲庁舎（さきしまコスモタワー）50階　迎賓会議室
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主催 ： 大阪府 ・大阪府住宅供給公社 ・公益社団法人 大阪府建築士会
審査委員長　福原　和則（大阪工業大学 ロボティクス＆デザイン工学部 空間デザイン学科 教授）
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	グランプリ
	山下　奈緒美
	大阪市立都島第二工業高等学校　３年

	[image: image4.jpg]



この度はグランプリという光栄な賞をいただきありがとうございました。
今回は団地で多様なライフスタイルが実現できる家というテーマでした。
私の自宅の前には１５棟の合同宿舎があり、私の子供の頃には広場でいろいろなイベントがあり、とても賑やかでした。それがいつの頃からか入居者が減り、ひっそりとし、とうとう三年ほど前に全棟解体されました。昔のように、団地に住んでいる人だけでなく、周りの住宅の人たちまでが親しく楽しく生活をするためにはどうしたら良いか考え、地域の方々を招きたくなるようなウエルカムチッキンを設計いたしました。
今回のコンペ出展にあたり、迷った時にはアドバイスや相談にのっていただいた吉田直矢先生に感謝致しますと共に、一年間ご指導いただきました建築科の先生、共に楽しく学んだクラスメートの皆さんにお礼申し上げます。本当にありがとうございました。


	準グランプリ
	新留　杏実
	中央工学校OSAKA　２年
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高校生の時に一度参加したことがあり、そのときはクラスメイトがグランプリをとり身近に悔しい思いをしました。あれからたくさん努力をして、今回2年越しのチャレンジでリベンジを果たせたことが、とてもとても光栄です。私はこの結果で自分に自信を持つことができました。
ありがとうございました。プレゼンテーションでは伝えたいことを伝えきれるように努めたいと思います。




	優秀作品賞
	助川　仁美
	大阪工業技術専門学校　２年
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私が専門学校に入学して初めて挑戦した実施コンペが　　　　　　　このあすなろ夢建築でした。また、専門学生として最後に取り組んだ課題でもありました。今までの課題において全てに悩み、考え、思ったようにアウトプットできないことが続き、自分にこの業界、職種は向いていないのかと感じることもありました。その困難を最後の最後で跳ね返すきっかけになったのが、このコンペだったと思います。このコンペは、既存ストックという元々存在するものに手を加え、新しい価値を見出だすものでした。今まで取り組んだことのない、元ある「ハコ」に新しい魅力を加えるということに面白味を感じました。そこからテーマに沿って私なりに出した答えが「曲線を用いて住まい手が自由に居心地を見つけられる空間」でした。製作中はただただ住まい手の気持ちになって、どんなプランニングだったら新しい価値を見出だせるだろうか、ということを考えていました。かつ、プレゼン表現は私らしさという意味も含めて「手書き」で仕上げることに留意しました。そうすることで、一般の方でも図面に親しみやすいタッチにしたり、ファミリー向けなので子供でもお絵かきの延長のように、このプランニングをイメージしてもらえたらなと思っています。
このコンペに取り組んだことで、既存ストックへのさらなる興味も湧き、今後の社会で既存ストックをいかに活用することができるのかを考えていきたいと思っています。まだ未熟なので、社会人なって様々なことを感じて、その中で自分の考えをアウトプットしていきたいです。考慮することもたくさんある建築は簡単ではないですが、この経験を経て、以前よりも建築への好奇心や面白味を強く感じています。
　結果として、このように優秀作品賞を頂けたことを、素直に嬉しく感じています。だからこそ、この受賞だけで終わることなく、このきっかけを今後に生かしレベルアップしていくことが重要だと考えておりますので、今後も頑張っていきたいです。ありがとうございました。


	優秀作品賞
	柿花　楓恋
	大阪工業技術専門学校　２年
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私は今回初めてコンペティションに参加させていただきました。初めてのコンペティションで優秀賞を受賞することができ、大変光栄におもっております。作品のプレゼンテーションもさせていただき、とても自分自身の成長につながる経験をさせて頂きました。このような機会を頂けたこと心から感謝しております。作品を制作するにあたって助言してくださった先生方、共にコンペティションに参加し高めあった友達に感謝しています。本当にありがとうございました。



	佳　作
	北仲　紗弓
	大阪市立工芸高等学校　２年
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この度は、佳作という賞を頂くことができて大変光栄でした。ありがとうございました。

今回のようなリノベーションをテーマとした設計は初めてだったので不安もありましたが、高校生活２年で学んできた知識や経験を生かすことができて良かったと思います。
このような賞を頂けたことを糧に、さらに知識や経験を身につけて、今後もコンペや学校の課題に勤しみたいと思います。



	佳　作
	高橋　颯希
	大阪市立都島第二工業高等学校　４年
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この度は初めてのコンペでこのような賞を受賞しうれしい気持ちでいっぱいです。
学生生活最後の年なのでこの経験を生かして社会で頑張っていきたいです。




	佳　作
	張　展
	日本理工情報専門学校　２年

	皆さん素晴らしい作品を制作されていました。その中で入選させて頂いて大変光栄です。
今回の作品は、本棚というのがポイントで、様々な知識を生む本棚で様々な空間を区切り、そして作り上げることができました。
しかし、他の受賞作品を見て、私は見た目だけでなく実用性にも優れた設計を考えなければならないと改めて気付かされました。今後の私にとってあのコンクールがいいきっかけにとなったと思えるように設計を続けていきたいと思います。
追伸、私は高橋さんの作品が一番好きな作品でした。


	奨励賞
	島田　麻鈴
	大阪工業技術専門学校　１年
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この度は奨励賞という素晴らしい賞を頂きとても光栄に思います。
専門学校に入り設計の授業の一環としてあすなろ夢建築に取り組みました。まだ建築に対し十分な知識がない中でどうすれば良いのか悩み苦戦しましたが、最後は自分の思いを作品に落とし込むことができ安心しました。そして気付いたら楽しみながら取り組んでいる私がいて驚きました。

今回受賞できたことは私の自信に繋がる良い経験となりました。

遅くまで手伝って頂いた先生やアドバイスをくれた友人にはとても感謝しています。

これからも建築業界に携わる人間として必要とされるよう精一杯頑張ります。

本当にありがとうございました。



	奨励賞
	橘髙　有生
	中央工学校OSAKA　１年

	今回このような賞を頂き、驚きと嬉しさでいっぱいです。設計をする際 1番最初に頭に浮かんだのは、個人の部屋の必要性でした。私は普段からリビングに居る事が多く 自分の部屋には、寝る時や荷物を取りに行く時くらいしか用がない為、個人の部屋が必要に感じません。そこで今回は、個人の空間を最小限にし、家族がリラックスし触れ合える空間を広くとれるよう設計をしました。
私がこのような賞を頂けたのは、相談を聞いていただいたり沢山のアドバイスをして下さった講師の先生方や、切磋琢磨し合った友人達のお陰です。表彰式に出席できないのは残念ですが、これからも勉強に励み少しずつでも成長できたらと思っております。このような貴重な機会を頂きありがとうございました。

	奨励賞
	西本　裕哉
	中央工学校OSAKA　１年
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今回の作品について“収納”に目をむけました。理由は、ここ数年で劇的に変化する社会に適応できる住まいは何か。と考えたことがきっかけです。その答えを、２戸１化リノベーション住宅で実現したいという思いで取り組みました。そして、集合住宅ならではの制限、利便性、周辺環境などの情報収集から始め、コンセプトを定めてからは、納まりの良い空間を求めながら設計しました。その際、目線、動線、家族時間の確保を軸に自分自身がまず住みたいと思えるような空間を、また、自身のプレゼンボードを見てもらう際に見易くスッキリとした印象を持ってもらえるようにシンプルさを意識しながら臨みました。
私の将来の夢は、現場を一からすべてを知る、現場経験のある設計士として社会に貢献することです。なのでまずは現場で働きたいと思っております。そんな中、本コンクールは私に設計分野での自信を与えてくれました。自身の考えを相手に伝えることの難しさ、工夫の仕方など初めてのことも沢山ありましたが、“伝えたい”気持ちが今回の結果に繋がったのだと思います。これを機に伝え方の工夫をもっと勉強していきたいです。

受賞の報告をもらった時は一瞬戸惑いました。まさか自分が、そんな思いでした。同時に、努力したことが認められたことへの嬉しさ、達成感がこみあげてきました。そして、今回の課題に携わってくれた講師方に感謝の気持ちを伝えたいです。この結果を糧にし、今後の課題に、より一層精進して取り組んでいきたいです。
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奨励賞
収納と木がある家
中央工学校OSAKA　1年
西本　裕哉
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奨励賞
ごろね～家族が集うたたみ空間～
中央工学校OSAKA　1年
橘髙　有生
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奨励賞
趣味を見る団地生活
大阪工業技術専門学校　1年
島田　麻鈴
[image: image28.jpg]




佳　作

OCEANOF OF KNOWLEDGE
日本理工情報専門学校　2年
張　展


佳　作

縁側で暮らす
大阪市立都島第二工業高等学校　4年
高橋　颯希


佳　作

Compatible House
大阪市立工芸高等学校　2年
北仲　紗弓


優秀作品賞
Simple is best
大阪工業技術専門学校　２年
柿花　楓恋


優秀作品賞
なだらかに繋がる暮らし
大阪工業技術専門学校　２年
助川　仁美


準グランプリ
look at –家事をみせるんだ-
中央工学校OSAKA　２年
新留　杏実


グランプリ
ウェルカムキッチンで繋ぐ団地の魅力
大阪市立都島第二工業高等学校　3年
山下　奈緒美


全 体 講 評
　

審査委員長
大阪工業大学ロボティクス＆デザイン工学部
　　　　　空間デザイン学科　教授
福原　和則

【表彰式】


　　12:00　開    会


　　12:05　開会挨拶


　　12:10　表彰　受賞10賞（10名）


12:20　祝    辞


　　12:25　閉    会


　　12:30　記念撮影





【プレゼンテーション】


13:00　開 会


主催者代表開会挨拶


　・受賞者　自己紹介


　・審査委員　挨拶





13:15　プレゼンテーション　（１人11分 × 6作品）


 （発表：５分、質疑：５分、入替え１分）





15:20　休 憩　


15:35　プレゼンテーション　（１人１1分×４作品）


（発表：５分、質疑：５分、入替え１分）





16:20　審査講評


審査委員長　福原　和則（大阪工業大学ロボティクス＆デザイン工学部


空間デザイン学科教授）





16:00　閉 会





【発表】


・テーマに対する課題、それを改善できる大まかなコンセプトを考えると、シンプルな間取りとなり、最終的に家族時間の確保へと繋がる。


・団地によくある各部屋が孤立した間取り、そして収納スペースの少なさが目立つため課題としてとらえた。また、ちゃぶ台がダイニングテーブルとなり、座布団がソファになるなど、


　家具自体の拡大化が一般的になってきている。それにより、大型の家具や家電製品のせいで


　部屋に圧迫感を感じることのないようにスッキリとした間取りを計画した。


・用途別の収納を住戸内全体へ配置し、どこへでも収納できるようにし、使い易くスッキリとした印象に計画した。収納スペースは、住戸平面図右側に設置しているウォークインクローゼット、3畳たたみの床下収納、子ども室に配置している可動式収納棚の3種類。


・最初は夫婦二人、その後子供が増えて4人家族になることを想定しているので、子ども室に配置している可動式収納棚は、子供の成長に合わせ、部屋の模様替えを2個の可動式収納棚と小さな棚でできるようになっている。模様替えした後でも、開き戸と引き戸のそれぞれからアプローチできるようになっている。また、部屋中央部分の収納棚は、左右どちらからでも使えるので、洋服をかけたりと使い勝手にも考慮している。家族動線についてもシンプルな間取りにより生活動線もシンプルになるので家族でいる時間が確保される。


・他にも料理、食事、その他家事などを行う空間を一か所にまとめることで、使いやすさを意識し、子供にも目をやることができるので安心。壁一面の黒板空間を設けており、絵を描いたり家族の予定を書くことができる。





【質疑応答等】


（山下さん） ・黒板の設置部分と向かいにある窓の吹き出し部分がカーブになっているがこだわり等はあるのか。


（西本さん） ・ただの廊下部分ではなく少しでも部屋ぽくに見せるために、カーブさせている。


（福原委員長）・今回は二戸を一つに繋げる課題なので、そういった点でみるとR状のカーブを設けて視覚的にスムーズにしたり、黒板を設けることで家族ともコミュニケーションという繋がりができるので、とても良い案だと思う。


（多田委員） ・収納スペースが多くあるので団地を管理する立場としてはとても助かる。


書斎スペースの位置が少し不安だが、子ども部屋の棚で仕切る工夫がとても良いので今後、公社でも参考にしたいと思う。





【作品コンセプト】


・ここでは夫婦と幼稚園に通う子どもが暮らしています。


個室は一つしか無く、南側には畳に布団を敷き川の字で就寝します。それでは、そんな家


の生活をのぞいてみましょう。





【受賞者コメント】


今回このような賞を頂き、驚きと嬉しさでいっぱいです。設計をする際 1番最初に頭に浮かんだのは、個人の部屋の必要性でした。


私は普段からリビングに居る事が多く 自分の部屋には、寝る時や荷物を取りに行く時くらいしか用がない為、個人の部屋が必要に感じません。そこで今回は、個人の空間を最小限にし、家族がリラックスし触れ合える空間を広くとれるよう設計をしました。


私がこのような賞を頂けたのは、相談を聞いていただいたり沢山のアドバイスをして下さった講師の先生方や、切磋琢磨し合った友人達のお陰です。


表彰式に出席できないのは残念ですが、これからも勉強に励み少しずつでも成長できたらと思っております。このような貴重な機会を頂きありがとうございました。











【発表】


・計画コンセプトとしては、個人空間、家族空間、廊下部分を趣味やリラックス空間として活用できないかと考えた。特に廊下部分については、南側に面しているので、温かみのある空間となっている。第二のリビングや、友人との交流場所など、活用方法が縛られないような計画とした。


・リビングと畳空間の繋がりについては、畳空間を40㎝上げることで、リビングのチェアと同じ高さに設定している。目線が同じになり、空間に一体感が出る。畳空間の下には、収納スペースも設けている。畳空間とキッチンも使いやすい動線となっており、料理を持ち運ぶときにも楽。また、リビング方面に視野が開いているので会話もしやすいし、キッチンと洗濯室が隣接して家事もしやすい。トイレ横の空きスペースはパントリーとしても利用可能。


・リビングと廊下部分の繋がりについては、廊下の床材をアンティーク調にすることで空間にメリハリがつき、またフローリングの方向を工夫することで視線が奥に抜け、視覚的のも広く見える。南から入る温もりと光で夜以外は自然光だけで暮らせるのも特徴で、バルコニー奥には緑が多いので眺めもよい。


・寝室、南側の壁を床から1.8ｍの高さまで取り除き代わりにカーテンで仕切ることで、自然光が入り、暖かみある空間となる。廊下の窓を開ければ通風性も良いので、十分過ごせる。この部屋は、使わなければ見せない収納スペースとしても利用可能。玄関については、二方向に別れさせることで、客人が来た際にも、家族空間のプライバシーを守ることができる。





【質疑応答】


（西本さん） ・趣味を見る団地生活というタイトルだが、主にどんな趣味をスペースで行うことを想定しているか。


（島田さん） ・雑誌やCDレコードなどを棚において読書などができるように想定している。


（福原委員長）・廊下部分を第二のリビングや地域の方々との交流の場として設けているのは凄くいい案だと思った。個人空間のリラックス空間の活動をもう少し詳細に表してほしかったが、一つの住戸として可能性を感じる素晴らしい作品。


（多田委員） ・個人の空間にあるリラックス空間の使い方にすごく興味がわいた。


　　　　　　　 見えない収納スペースを設けたのはいい案だが、床下収納スペースを設けても良かったかも。優秀な作品だと感じた。











【作品コンセプト】


今回のデザインのタイトルは「OCEAN OF KNOWLEDGE」、すなわち「知識の海」。本棚を通して、東北側のプライバシー空間と西南側の公共空間がつながります。全体的に簡潔、明快、経済的なインテリアデザインにしました。本棚はだいたい3つの区域に分けることができます。ダイニングとリビングは休憩の場所で、そこの本棚は主に趣味の本や小説など、読書スペースと東北側の寝室の本棚は専門書物と寝る前に読む本を置く場所です。ソファの後ろ、玄関の隣及び机の側には書棚を設置しています。空間の機能性と便利性はこの本棚のデザインがポイントです。開放的なキッチンとダイニングは室内の広さと光りを改善する上に、家族の交流も促進することで良い、家族関係を作るために役立ちます。





【受賞者コメント】


皆さん素晴らしい作品を制作されていました。その中で入選させて頂いて大変光栄です。


今回の作品は、本棚というのがポイントで、様々な知識を生む本棚で様々な空間を区切り、そして作り上げることができました。


しかし、他の受賞作品を見て、私は見た目だけでなく実用性にも優れた設計を考えなければならないと改めて気付かされました。今後の私にとってあのコンクールがいいきっかけにとなったと思えるように設計を続けていきたいと思います。


追伸、私は高橋さんの作品が一番好きな作品でした。











【発表】


・今回、計画するにあたって考えた当初のゾーニングプランは、玄関から廊下に行き、廊下から各居室にアクセスするというプランにした。このプランニングのメリットは、各部屋が独立しプライバシーが保たれるというところにある。逆に各部屋が独立することで、家族間の交流が生まれづらく、廊下としての機能も移動のみになるデメリットも兼ね備えている。


　そこで廊下部分に縁側を設けて、家族間の時間や地域の方々とも交流の場として活用できる


　ようにした。


・日本の古民家は田の字型プランというものをとっており、各部屋を壁でなく戸によって仕切るので部屋全体が開放的になるので取り入れた。


・左縁側部分には、交流の場として、卓球台を置いたり、家族や友人たちと楽しく談笑できるように座布団を置いてスペースをとっている。座布団の下には15㎝の座具があり、縁側を利用するときに、大人が使うことで自身の身体スケールに合った縁側になる。わざわざ、この処方にしているのは、子どもが踏み外してけがをする可能性を防ぐのと、天井高さを窮屈に感じさせないようにするため。


・キッチン、ダイニング、洗濯室を近接させることで、家事の負担を軽減し、広い土間は、室内干しや、汚れ物の作業場としても活用できる。


・住戸右側には、ディスプレイになる本棚を設置して、一人または複数で楽しめる読書の縁側にしている。また、個人空間のプライバシーに配慮した部屋の配置にしている。





【質疑応答】


（島田さん） ・右側部分住戸の納戸はなぜ子ども部屋から入れなくしているのか。


（高橋さん） ・子ども部屋には別の収納スペースがあるし、納戸は座布団や掃除道具を置くためにこのような仕様にしている。


（福原委員長）・プレゼンテーションを聞いて印象がとてもよくなった作品。


　　　　　　　 住戸外に目を向けて、広い視野で計画されているが、縁側の場所が広いことで少し窮屈感が出てしまうかも。提案している計画はわかりやすいし、ほかの人にはない目線で作られているので、とても良い作品。


（多田委員） ・個人的には最初から最後まで一番魅力的で、実現したい案だと思っている。縁側を内側に作るという発想が凄く、団地のコミュニティー再生を住戸内で完結させている。とても惚れ込んだ作品。





【発表】


・まず初めに、このコンペで何が問われているのかをおさえた。国勢調査の家族類型別世帯数の推移を見てみると、単独世帯が年々増加していた。つまり、1人暮らしをする人が増えて、結婚をする人が減っているので、家族の形態というものは、結婚すれば、次は子供、両親がいて当たり前、父は仕事で、母は専業主婦のような、昔からある考え方ではなくなってきている。ということから、どのような家族形態でも対応できる空間構成を考えなければいけないと思った。


・そこで、仕事と生活を１戸で両立できる住戸を考えた。Work space＋子供が遊ぶPlay spaceとLife spaceとPrivate spaceの大きく３つのスペースに分け、これらのスペースとスペースの連結部は、空間的にあいまいな部分とし、現代の家族形態にフィットする空間の形にした。ワークスペース＋プレイスペースには、書斎となるワークスペースと子供が伸び伸びと遊べるプレイスペースを一緒にし、リビングとの間仕切りを一部ガラスにすることで、親は仕事をしながら、子供の様子をみることができ、雨の日の洗濯物干し場や、子供が外に遊びに行けないときに活用することができる。


・ライフスペースには、あまり間仕切りを設けず、家事動線を単純化させた。キッチンの近くに洗濯機を設置することで、子供から目を離さずに、炊事などの家事を行うことができるようになっている。間仕切りがないことで、窮屈さを感じさせない開放的な空間を演出し、家族団らんの場となるようにした。


・家族の交流に必要となるスペースとスペースの間を曖昧にすることで、様々な家族構成、そして将来の変化に対応し、また仕事と生活がバランスよく両立することができる空間を設計した。


【質疑応答】


（高橋さん） ・プレイスペースにある、敷いているものは何か。


（北仲さん） ・人工芝になっていて、子どもたちがけがをしないように設けた。


（福原委員長）・あすなろ夢建築は事業化を前提としたコンペ。そういった点で、このプランは一つの作品として完成されていてとても魅力的である。


　　　　　　　 すべてのスペースの繋がりが自然で、飽きの来ない計画だと感じた。


（多田委員） ・最近、土間空間を設けたニコイチが売れ残っているのが現状になっているのだが、そんな現状を打破することができる、とても大胆なスペースの使い方で面白い作品だと感じた。











【発表】


・現代社会において、少子高齢化が問題になってきている。結婚をしている家族や一人暮らしなど、多様な暮らし方が実在しているが、段々と人々の孤立化が深刻化してきている。そんな孤立化が進んでいる今、コミュニケーションが大切だと考えた。


・コミュニケーションをとるうえで、壁はいらないと考え既存住戸の間仕切りをすべて取り除いた。そうすることで、コミュニケーションが増えるのはもちろんのこと、新たに間仕切り壁を作る必要もないので、コスト削減にもつながり、空間の開放感や一体感を感じることができるようになっている。間仕切り壁の代わりにカーテンレールを設けているのでプライバシーの確保もでき、ライフステージの変化にも対応できる計画にしている。また、備え付けの収納スペースを多く設置しているので、イニシャルコストにも配慮している。


・住戸の左側をプライベートスペース、右側をパブリックスペースとし、計画した。


　プライベートスペースにはトイレ、脱衣洗面所、浴室、キッチン、リビングルームそしてダイニングルームで構成させている。プライベートスペースは家事導線を意識しているので、使いやすい計画となっている。


・右側のパブリックスペースには、化粧台、ロフト、寝室を設置している。ロフト部分は、1.5ｍほどの高さに設定していているので、階段を上がって子どもが遊ぶことも可能となっている。また、親からも目線が届きやすいので、安心感もある。ロフトの横には自転車等、趣味にしている物を置くスペースも設けている。





【質疑応答】


（北仲さん） ・寝室の奥にまで土間を設けているのはどういう意図があるのか。


（柿花さん） ・あえて設けて住戸と外の境界線をあいまいにしている。机や床が汚れるような物を置いても良い。


（福原委員長）・収納スペースを多く設けているのは、凄く入居者に対して優しい。間仕切り壁を撤去しているので、自由な動線計画が可能となり、開放感もある。


　　　　　　　 段差をなくしてフラットな計画にしても、十分洗練されたプロ顔負けの案。


（多田委員） ・壁をなくしたのはとても良いが、木材費が割と高くつくかもしれない。


　　　　　　　 3ＤＣＧを使用していて、とてもわかりやすかった。計画プラン、プレゼンテーション含めとても、シンプルで優秀な作品だと思う。








【発表】


・このコンペに取り組むにあたって最初に留意したことは、テーマにもなっている「多様なライフスタイルが実現できる家」というところ。私自身、学校の先生の家によく行くことがあるが、その家にはいつも先生の友達や、他の生徒もよく集まっていてコミュニティー住戸の様になっていた。そういう身近なところからもヒントを得て「住まい手によって様々な使い方ができ、居心地の良い住戸」を計画した。


・居心地の良さを演出するにはどうすればいいのかと考え思いついたのが、空間にくぼみを作ることだった。水がくぼんだところに溜まるのと同じように、人もくぼんだところに集まる。それは、おちつきや安心感といった理由からで、そういった場所に空間を感じ、居場所にするからである。私はそれを曲線を用いて生み出そうと考えた。


・住戸右側は夫婦と子どもの個人空間を設け、壁ではなくカーテンを用いて計画した。左側住戸はダイニングテーブルを置き、曲線によるおうとつを設け、たくさんの方々が訪れるような住戸に計画した。テーブルやおうとつがあることによって居心地を見つけることができるのではないかと考えた。カーテンを曲線にしてまばらに設けたのは住まい手によって様々な使い方をしてほしいためである。


・個人的にお気に入りのポイント。キッチン箇所はダイニングテーブル箇所よりも少し高さを下げているところにある。こうすることで、テーブルに座っている人と、料理の作っている人がより身近に感じ、コミュニケーションがとりやすくなるため。


・その他にも、ユーティリティスペースを設けたり、壁面に思い切って大容量スペースを設けるなど使いやすさも意識している。


【質疑応答】


（助川さん） ・床の仕上げ材に違いはあるのか。


（柿花さん）　・左側の方はリノベーション等でよく使われるラワン合板で仕上げているが


、右側は高低差をなだらかにしているので、別の仕上げ材を用いている。


（福原委員長）・手書きでの作品は数少ないのでとても効果的だった。住戸の左右で使い方が明確に分けられているのも良かった。曲線は魅力的なだけに使い方を誤る場合も多いが、きちんと計画されている優秀な計画案。


（多田委員） ・公社としての立場で言うと、斬新なプランで実現性には欠けるが、個人としては非常に楽しい計画プランでデザイン性を感じた。プレゼンテーションを聞いた後では、実現させてみたいとまで感じた優秀な作品。








【発表】


・現代では“共働き家族”がスタンダードになっていると言われているが、家事は最低でも6割を奥さんが負担している状態。家事を手伝ってもらいたいけど、やれと言われたら機嫌が悪くなったりで苦労に気づいてもらえないまま家庭内でストレスが生まれてしまう。そこで、住むだけで家庭円満を継続させるプランを考えた。


・コンセプトはみんな家事ができるようになる家。家事している姿を見せることで自分から手伝おうとする気持ちが、住むだけで生まれるように考えた。


・ゾーニングはLDKを大きくとり、個室を2つと家事スペースというプライベートな空間を設け、どんなライフスタイルにも対応できるように考え設計している。そして一番ちらかりやすいキッチンに造り付けの棚を設けた。この造り付け棚は、食器類と調理器具類が充分に収納できるようになっている。


・この家には２つのポイントがある。まず初めにルックポイント１はLDKにあり、LDKにはアーム式の壁掛けテレビにすることで、リビングとキッチンが向き合う状態になりテレビをみていても自然と視界にはいるため、食卓の準備などの手伝うきっかけを誘導できるようになっている。


・ルックポイント２は家事スペース。脱衣室と子供部屋は引き戸がありこれらを開放することで洗濯の作業がしやすくなる。これらの空間は一体化され部屋にいても、仕事していても家事が視界にはいる。またここでは洗濯、干す、畳むの作業が一箇所で終わることができる。さらに脱衣室にはフロストガラス窓があり、ベランダからの光を取り込み、住戸全体が明るくなるよう設計した。


・家事をする子供は脳と心が豊かに育つという調査結果があり、家事をしていると段取り、行動力、思いやる心などが増進され、いつのまにか身についているようになっている。


【質疑応答】


（助川さん） ・内装仕上げ材を床や壁、玄関などで変えている理由は。


（新留さん） ・今回はナチュラルをテーマにしているので、より自然な風合いがでるよう


　　　　　　　 随所で変えている。


（福原委員長）・家事をメインに計画しているものが中々ないので非常に良い。住戸プラン


自体も凄く使いやすく、多様なライフスタイルが内包されているプラン。


（多田委員） ・きっちりと作りこんでいるので明日からでも実現したいプラン。


　　　　　　　 上手にスペースを活用できていて無駄のない、素晴らしい案。





【発表】


・私の自宅の前には５０～６０年前に建った１５棟の合同宿舎があったが、それがいつの頃からか入居者が減り、３年ほど前に全棟解体となった。でも、最近ではそのような風景がリノベーション等で戻りつつある中で、私は団地の魅力は昔のように人と人とが交流し共に住まうことの豊かさを実感できることだと思った。そして、内部空間でも、共に住まうことの豊かさを提案できないか考えた。


・昔ながらの団地の狭い玄関を、交流が深まるよう机のある玄関にと考え、さらにキッチンとダイニングテーブルのあるウェルカムキッチンにし、そうすることで立ち話ししかできなかった玄関が、家族や友人だけでなく地域の人も招きたくなる場所となるよう計画した。玄関の扉を開けるとすぐに広い解放感のあるキッチンがあり、土間にすることで来客も住居スペースに入りやすいと考えた。


・もうひとつコンセプトとして大事に考えたところがある。それは斜めに配置した壁。団地の周りは緑であふれているにもかかわらず、普段の生活の中では緑や外の活動を意識しないことが多い。そこで、プライベート部分の玄関、リビングを斜めの壁で仕切って、視線を外に誘導することで、普段の生活の中でも外の景色や交流を感じることができるよう考えた。住居の半分をウェルカムキッチンというパブリックスペースにすることで、リビングは家族だけでゆっくりと過ごすことができるプライベートリビングとして機能するように計画した。水回りも寝室から近いので使い勝手が良く、リビングに直接出入り口のある子ども部屋は子どもの動きがよくわかり安心できる。


・将来住む人が子ども食堂など地域に貢献できるような場所にしたい時はウェルカムキッチンのテーブルや棚をDIYをして造り替え、さらに交流を深めていくことも出来る。





【質疑応答】


（新留さん） ・大胆に土間を設けているが、子どもを育てる上では不便では。


（山下さん） ・小さい子どもなら背負って移動し、ソファなどに座らせれるので不便な


つくりにはなっていない。


（福原委員長）・団地全体の歴史も把握したうえでのプレゼンはあまりないので良かった。大胆にも斜め壁を設けて緑をみるスペースを設けている。周辺環境をそのまま計画に落とし込んでいるところが他の作品より頭一つ抜けた案だと感じる。


（多田委員） ・すべての面でとてもよく考えられている作品。住戸だけではなく周辺環境の魅力もうまく斜め壁とあわせて計画できていてグランプリに相応しい作品と思った。この案はぜひ実現したいと思ったのと同時に楽しみでもある。











・受賞者のみなさん、おめでとうございます。





・ここに残った10作品はレベルの高いものばかりで、楽しくプレゼンを聞かせてもらった。来年度以降も続くので、挑戦できる人は是非挑戦してほしい。





・実現するコンペということで、厳しい条件の中、よく考え作成したことは今後、学生にとっては非常に珍しい貴重な体験だったと思う。審査する方も、リアリティの追及になるが、若い皆さんが提案する場なので伸びしろのある提案性のある案を一番求めている。それをいかに評価するかが審査員の役目と考えているので、心意気を持って今後も取り組んでほしい。





・今回は、例年の様な課題ではなく住戸のリノベーションプラン。いかにコミュニティというものを形成するか社会性そのものを含むコンペだった。例年とタイプの違う課題だったので作成する学生、先生方は難しかったと思う。特に、住む人の顔が見えないということは不特定多数に向けた住戸を提案しなければならないということ。それを追い求めすぎると、逆に特徴のない住戸になってしまう。その中でも、入選された10作品は多様なライフスタイルを実現しながらも特徴があり、周辺環境に溶け込んでいる素晴らしい作品と感じている。





・今後、このグランプリ作品そして準グランプリの二作品が実施設計を経て実現していく予定となる。





・今回、受賞されたみなさんは本当におめでとうございます。また、来年度以降も続いていく「あすなろ夢建築」に参加して、是非このコンペを盛り上げていってほしいと思う。


　














